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138●デジタルメディア機器

142●家庭電化製品

研究開発
Reseqrch&Developmen†

1ヰ5●研究開発





リューション･サービス

情報を｢安心･安全･快適+に利用できるユビキタス情報社会が到来し,いっそうの発展が期待され

ている｡日立グループは,これらを支える｢情報ライフラインはHITACHl+の事業ビジョンの下に,新

事業･新技術の創生をはじめ,｢e-Japan戦略Ⅱ+関連事業にも取り組み,顧客にとっての｢ベスト･

ソリューションリヾ-トナー+として,新しい価値を積極的に提案している｡

紙と什を融合するデジタルペンソリューション

電子政府･自治体の実現に伴い,行政サービスでも急

速なコンピュータ化が進んでいる｡しかし,これまでの紙に

よるサービスのニーズが高い業務も存在している｡そのた

め,R立製作所は,紙への入力と情報システムを融合す

る,デジタルペンソリューションを提供している｡

このソリューションは,(1)鰍こ特殊なドソトパターンを印

刷したデジタルペーパー,(2)カメラでドソトパターンを読み,

筆跡を保存できるデジタルペン,および(3)手書き情報を

処理するソフトウェアから成る｡文字認識機能により,デー

タはそのまま電子化され,既存システムとの連携も容易で

ある｡

このような特徴から,公共分野･民間分野を問わず,帳

票を扱うさまざまな業務へ適用することができる｡

(発売時期:2003年7月)

認証局A

､羞≡～利用者A

利用者がこれまでどおりペンと紙で手書きした情報力ゞ,EPLSサーバによって

自動的に適切な業務システムに振り分けられる｡

帳票A EPLSサーバ

丁‾′'三:孝
帳票B

∠グゝ

デジタルペン

業務システムA

業務システムB

墾
デジタルペーパー

特殊なドットパターンが印刷さ

れたJ駄｡0.3mm間隔の格子

繰上に,ドットが上下左右に微

妙にずれて配置されている｡

/くッテリ

筆圧センサ メモリ

画像処理装置

カメラ

看護師が紙の検診表に手書きしたデータが,自動的に電子カルテシステムヘ

伝送され,関係者間で情報を共有できる｡

検 診 表

撃て

416号室 日立 太郎 様

月日 体温 脈拍 担当

年/川 了7. ワ乞_ 推

グ/lりヲJ､ 占r 井叫

笥

注:略語説明 ∈PLS(∈nterprisePaperLook-UPSeⅣice)

デジタルペンソリューションの概要(上)と,病院での適用事例(下)

公由かぎ認証基盤(PKり製品｢証明書検証サーバ+

敬､ プリ
ン､㍉

く､一節ふ

■▼‾‾--､

レープD

証明書検証サーバ

(申請受付者:証明書検証者)

証明書検証サーバの適用例

レープC､

グループ

認証局B

利用者B
電子証明書8 (申請者)

証明書検証サーバは,複雑な認証パスを構築,検証

し,電子証明書の信頼性を高める｡例えば,公開かぎ認

証基盤へ適用することにより,利用者は通信相手を簡

単･確実に確認することができ,安心して電子データの交

換ができる｡

〔主な特徴〕

(1)高い相互運用性を持つ｡(``RFC3280”,｢政府認証

基盤相互運用性仕様書+などに準拠)

(2)利用者が要求した電子証明書の有効性をリアルタ

イムに検証できる｡〔OCSP(Online Certificate Status

Protocol)レスボンダ機能〕

(発売時期:2003年1月)
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業務

アプリケーション

文書の長期保存を実現する原本性保証システム

/Proofbox2''

独

た,一‾キ還…冨た∴射て

セ
ッ
シ
ョ
ン
管
理

.
嘗
汁
薯
卜
い
い
い
い

原
本
性
保
証
A
P
-

請ぃ叶い彗諾〟卜〟〟邑蔓璧いぃ当

ア
ク
セ
ス
制
御

凛箋わ

ユ
ー
ザ
ー
管
理

電子署名

暗号化

アクセス

権限管理

ログ管理

ログ

コンテンツ

原本情報

定義情報

注:略語説明 APl(ApplicationProgrammhlglnte血ce)

"DPl/Proofbox2”の機能概要

〔
ノ′′‾＼＼

次世

ヒステリシス

署名の採用

により,文書

の長期保存

に対応

原
本
運
用
A
P
-

小
雪
"
く
ン
.
書
棚

州

(也

電子文書は紙文書に比べて改ざんが容易で,その痕

跡が残りにくい問題があることから,電子文書の原本性

を証明する技術が必要となる｡このため,原本性を保証

するパッケージソフトウェア``DPl/Proofbox2”を開発した｡

〔主な特徴〕

(1)l口絵務庁共通課題研究会の｢インターネットによる行

政手続き実現のために+で言及されている原本性確保要

件(｢完全性+,｢機密性+,｢見読性+)に準拠

(2)早稲田大学,横浜国立大学,および東京電機大学と

共同で開発したヒステリシス署名技術の採用により,署名

の有効期限を超えて長期保存する文書の原本性を保証

政府の｢e-Japan戦略Ⅲ+の発表により,行政文書に限

らず,多くの民間保存文書の電子保存も認可される可能

性が高くなっており,電子文書の原本牲保証のニーズが

高まると考えられる｡

(出荷開始時期:2003年5月)

モの大学情幸馴ヒを支える"lTSolutionforCampu$''

従来,大学では,情報処理セン

ター･事務･教育･研究･図書館など

の部門単位のシステムの構築を

行ってきた｡

しかし現在では,大学間での差異

化や個性化が求められてきており,事

務効率の向上を目的とした従来のシ

ステムから,経営者･職員･教員･学生

それぞれに対応して意思決定を支援

する,付加価値の高いシステムへの

変革ニーズが高まってきている｡

そのため,｢統合+,｢協調+,およ

び｢戦略+の三つのコンセプトに基づ

いて,大学のさまざまなニーズに対応

する総合的なソリューションサービス

･情報提供システム

.voD
弓

･授業支援

･研究者支

･ウェブ自己学習
(WBT)

･遠隔講義

教育研究

分野

統合

協調

戦時 ･技術移転機関
支援

盤

･証明書発行

●経営支援事務分野

･学務事務

･法人事務

注:略語言卯月 ∨OD(VideoonDemand),WBT(Web-BasedTraining)

"lTSolutionforCampus''の全体イメージ

``IT Solution女)r Campus''の提供を開始した｡各製品

では,Web/Java*/ⅩML(Extensible Markup

Language)などの最新才支術に対応し,学内外からの利

用も可能にする｡

321

･大学図書館

･電子図書館

●文書管理

ナレッジ

マネジメント
分野

(出荷時期:図書館システムは2003年12月,学務システム

は2004年4月の予定,その他のシステムも順次出荷予定)

*は｢他社登矧額標など+(163ページ)を参照



ライフラインを支える

ルセキュリティソリューション"Secureplaza”

インターネットシステムの利用が加

速する･･方で,不正アクセスやコン

ピュータウィルス,情報漏えいなどの

セキュリティ上の脅威が飛躍的に増

大している｡

口立製作所は,これまで,情報セ

キュリティの分野で,顧客のシステム

やサービスの広がりに即したステップ

別ソリューションと,導入目的に合わ

せた目的別のパッケージソリューション

を提案してきた｡

今後,無線LANやエビキクスコン

脚線

臓

注:略語言克明 VPN(VirtualPrivateNetwork)

Securepl詑aのステップ別ソリューション

ビューティングの進展によってサービ

スはますます高度化し,それに付帯する脅威もさらに深刻

になってくることが予想されることから,日立製作所は,

Secureplazaのソリューション群により,情報ライフラインの

ハイレベルなセキュリティ維持に貢献するために,ソリュー

戦略

保険

監査,教育

統合運用管理

コンテンツ監視

不正アクセス監視

認証システム

VPN

ファイアウォール

セキュリティポリシー

∵
商
取
引
与
濁
一

中
小
規
模
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

公
準
ン
ス
テ
ム
■
L
金
融
う
ス
テ
ム
∴

′
大
規
模
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
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ションの強化を進めていく｡

また,これまで同様,暗号や電子透かしをはじめとする

世界最高レベルの基盤技術を開発していく｡

lTパートナーとしての日立製作所のアウトソーシングサービス

経営環境の急激な変化,情報技術の多様化などを背

景に,企業は,コアコンビタンス(主力分野)への経営資

源の集目1と,ITを用いた経常改革を進めている｡特にIT

ガバナンスの重要性が叫ばれる中で,アウトソーシングベ

ンダーには,アセスメントやコンサルテーションなどを通して,

顧客の企業価値をさらに高める戟略的ITパートナーとし

ての役割が期待されている｡

顧客のメリット

(1)lTコストの削減

(2)情報システムパフォーマンスの向上

(3)ビジネスパフォーマンスの向上

(4)コアコンビタンス経営の推進

アウトソーシングプロセス

日立製作所は,｢戦略的ITパートナー+のコンセプトの

`卜に,ITアセスメントやITガバナンスによる戦略策定を含

めた上流コンサルテーションから,IT基盤の提供,情報シ

ステムの開発･運用･保守までをサポートするサービス体系

を確立し,幅広いメニューを取りそろえたアウトソーシング

サービスを提供している｡
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業界 準"SyncML”を採用した携帯情報端末データ同期サービス

携帯情報端末のデータ同期の世界標準技術である

SyncML*を採用し,PDA(PersonalDigitalAssistant)

やスケジュール管理ソフトウェアの情報をインターネット経

由でシンクロナイズさせるサービス"KEY2SYNC on Air

(キートウーシンクオンエア)”の提供を開始した｡

このサービスは,既存のデータ同期サービスとは異なり,

パソコンをハブとしてケーブルを接続する有線同期(ケー

□
費
拙

Sync

匿鞄
SyncML

Sync

団冠Palm*

SyncMし

WindowsCE2002

WindowsCENET

醜輸血+

ブルシンク)以外にも,インターネット経由で横器を直接シン

クロナイズさせる無線同期(エアシンク)をサポートしている｡

このため,モバイル機器のユーザーに,ユビキタスな情報

機器の利用環境を提供することができる｡

(サービス開始時期:2003年10月)

*は｢他社登録歯標など+(163ページ)を参照

Sync

SyncML

17

㌔増.nC

議
Palm

BROADNETBOXERを介して,各種デバイスのシンクが可能

データ同期サービス山KEY2SYNConAir”の概要

電子 日 籍配信サービス

近年,｢電子書籍+に関する話題が多くなり,電子書籍

配信ビジネスが注目され始めてきている｡しかし,電子書

籍配信ビジネスを単独の企業で行うには,コスト面などで

配信事業者サイト

ウェブサーバ

ミメ

配信事業者

l

l

＼

も
ヽ

ヽ

ヽ

朗l

(2)ポータルサイトヘアクセス,書符の検索

AppleiCal*

Microsoft*0utlook*

団
WindowsCE2002

困難な場合が多い｡

このため,電子書籍配信ビジネスに必要な機能をサー

ビスとして提供する｢電子書籍配信サービス+を開始した｡

ユーザー

(順手蓄蒜訂‾‾-叩‾此-‾恥‾叫恥叫叫-､､､､く書籍惜朝登録ノT ノ
データセンター

●電子書籍管理

●会員管理

●売上管理
など

注:略語説明 PDA(PersonalDig他IAss弓stant)

電子書籍配信サービスの概要

電子書籍

管理サーバ

ト‾‾三‾二う

,ステ感.運用日立製作所

仁コ問

靡ク

パソコン

PDA

(3)購入手続き,ゝヽ

書籍ファイルのダウンロード
l

ざ

J

す

′

〆♂〆′

このサービスは,主に出版社な

どのコンテンツプロバイダーを対

象としている｡

このサービスでは,電子書籍

の登録･ダウンロード,書籍情報

の配信,会員管理などの機能

を提供する｡これを利用するこ

とにより,短期間に低コストで電

子書籍配信ビジネスへの参入

が可能となる｡



S

プロ
R/3の高度な運用をユーザーに代わって
クティブに支援するAMOソリューション

日立製作所は,SAP*R/3*のソリューションで,100社

以上の構築の実績を重ねている｡ユーザーのテーマは,

導入フェーズから,ERP(Enterprise Resource

Planni咽)をいかに使いこなし,効果を出せるかという点

に移ってきている｡しかし,R/3は機能が

優れているがゆえに,運用に高度な技術

を要し,ユーザー自身で運用するには負

荷が大きく,多くのユーザーが次のステー

ジに進めずにいるのが実態である｡

日立製作所は,従来の基盤寄りで,

IDC(InternetDataCenter)などのオペ

レ一夕一による運用サービスではない,ア

プリケーション専門の運用コンサルタントセ

ンターを開設し,24時間365日のサービス

を開始した｡要員のシェアード方式によっ

てコストを抑え,かつ人に依存しない継続

的なサービスを提供している｡さらに,

AMOソリューションにより,これまでは難

しかった他社構築システムの引き継ぎを

連糸

可能としており,他ベンダーが構築したシステムの運用で

問題を抱えているユーザーも利用することができる｡

*は｢他社登録商標など+(163ページ)を参照

SAP

レプデスク

壱ソフトウェアベンダー

サボ+トサービ

各ハードウェアベンダー
サポートサービス

注:略語説明 AMO(ApplicationManagementOutsourcing)

AMOソリューションの実現イメージ

納税ソリューション"C一丁axconductor''

ユーザ:ら

パスワード

才芯帯……

F蒜r仙

+空ニコ+望竺_+

』 d

盗
ゆ溝結納一兎システム
こ_+基本情事胃管理

.+基本略章胃の豊緑
+基本情事日の出力

_+音義越処理
+個宇土事績告シート(導入｢

.+個辻亨眉筈シート(随時二
+芦適時処理

_+受耶配当等管1里

.J謡濾荘産冨理
+寄附金管埋

+個社寺8筈シート(期末)

_+期末処玉里
二+芳嘉逐語腰書昌益管理

+所得･書鬼頭計量処理
Ji重縁所得･糾益積立

+連i害欠損金管理

++受取配当等昔1里
+寄附含蓄理

d
d

E][コ E] 口 E∃
細蓑(遠亀吉一 細表(漣毒害一 細乗り回宇土〉一細表ぐ漣結)一 細表ぐ漣友吉)

口 B 日 日 E∃
細蓑(‾個祉ト_ 忠心義(漣恵三-_細貴く漣i害一 括m表(個辻〉-_細表(個臣土)

E] Eヨ E]口 Eコ
一時差異に信 一時差異lこ仔
もi芸重税皇･(も鼠隻手托皇･(

田 口 ロ 田 口
青菜担矢指金にi是担欠損金に 繰延欠‡岩怠lニ青菜担欠‡岩主に 表芸担クこ‡賀釜1

怯も岸壁穐 係る繰延書見 信号i妄尊書免 停るi芸妓手短 操るi還啓手短

m ｢1 ｢1 m d

2耶/09/1昌･ 盲28

C一丁axconductorの画面例(親法人機能)

･煩雑な作業の解消により,
本来業務へのリソース集中

が可能

･エンジニアの確保に伴うコス
トや月々のオペレーションなど
に必要となるコストを削減

･障害･問い合わせへの窓口
の一本化,リモート操作による

迅速な対応

･経験皇宮な専門技術者に
より,アドオンプログラムを

含めた印3アプリケーション

全体をサボ”ト

･システム環境の安定稼動

企業グループの再編が加速する中で,いっそう柔軟な

組織再編を促進し,競争力の強化を図ることを目的とし

て,わが国でも連結納税制度が導入された｡

日立製作所は,自社への連結納税制度の適用ノウハ

ウを集約,活用した総合的な連結納税ソリューションサー

ビスの提供を開始した｡このサービスの中核を担うのが,

連結納税ソフトウェアパッケージ"C-Taxconductor'㌧ごある｡

連結納税グループ全体の統一的なデータ管理,および

毎年の税制改正にすばやく対応できる保守サポートなど

により,制度適用による新たな業務を効率的に支援する｡

さらに,豊富なサービスメニューと専門分野に特化したメン

バー･体制により,短期間(目安:3か月)でシステムを構築

する｡
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環
的アウトソーシングサービスの受託と,ジョイントベンチャー,

コミ社日立フーズ&ロジスティクスシステムズによる外販事業

現在,激しい業界競争に直面している企

業にとって,あるいは資本の論理を追求され

る企業にとって,コアコンビタンスヘの経営資

源の集中,インソース業務の選別が大きな課

題となっている｡一方,常に最新のITを駆使

した情報システムを経営に活用することが競

争上の必須条件ともなっている｡このような二

つの課題に対応するため,情報システムの開

発,運用を戦略的にフルアウトソーシングする

企業が増えつつある｡

株式会社ニチレイと日立製作所は,相互

の事業を強化する目的でこの新たな戦略的

スキームを採用して,日立製作所がニチレイ

グループのIT関連業務を受託し,同時に共

株式会社ニチレイ
売上志:5,634億円従業員:6,600人

(2002年度連結)

情報システム部

(本社部門,商事部門)

低温物兼企画部

(システムグループ)

外注

∈垂≡逮
迅∈亘詔
[≡≡痙≡;ヨ[亘遜

関
連
会
社 療デ

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

株式会社ニチレイ

加
工
食
品
カ
ン
パ
ニ
ー

水
産
カ
ン
パ
ニ
ー

畜
産
カ
ン
パ
ニ
ー

低
温
物
兼
カ
ン
パ
ニ
ー

関
連
会
社

株式会社日立フーズ&ロジスティクスシステムズ

2003年設立(日立製作所出資51%)

A社 B社 その他･統合

日立F&Lの強み:諾荒芸㌶監禁認諾流分野の業務システムノウハウ

株式会社日立フーズ&ロジスティクスシステムズの戦略的スキームと強み

同で,食品業界と低温物流業界に向けた情

報システムの事業会社｢株式会社日立フーズ&ロジスティ

クスシステムズ(日立F&L)+を2003年1月に設立し,同年

4月にニチレイグループヘのサービスを開始した｡

日立F&Lは,ニチレイグループが培ってきた食品や低

温物流関連の情報システムに関する実践的な業務知識

と,日立製作所の情報技術を統合することにより,いっそ

う高度で専門性を発揮したシステムエンジニアリングサー

ビスヤアウトソーシングサービスを提供する｡

タグを使用した書籍位置検知システム

型ライブラリシステム+

書架
←(2)

書籍位置検知システム

情報提供サービス

(3)

1

†
(4)

書籍位置

データ

凝ン

RFIDタグ

(13.56MHz)

書籍位置表示画面
(フロア全体図,書架位置,該当棚段位置)

(1)書架の名機にRFIDを検知するセンサを設置

(2)書籍位置情報を1分間隔で検知

(3)位置情報に変更があった場合,書籍位置データに書き込む｡

(4)利用者パソコンから検索された書籍には,書籍位置データから

位置情報を提供する｡

注:略語説明 RF】D(Radio-Frequencyldentification)

未来型ライブラリシステムの概要

36】

経清産業省の｢e!プロジェクト+の一環として,東京･六

本木ヒルズに,書籍に装着した小型RFIDタグによって大

量の書籍の中から目的の書籍位置を検知できる｢未来型

ライブラリシステム+を構築した｡

〔主な特徴〕

(1)1分間隔で1万乙000冊の書籍の最新位置情報を検

知する｡

(2)目的とする書籍が数秒で｢どの書架の何段目+にあ

るかを検索できる｡

(3)書籍の所蔵情報と登録されている書籍情報により,

棚卸しをいつでも容易に行える｡

(4)専用トレーにより,書籍の貸し出し･返却処理は,手

作業で1冊ずつスキャンすることなく,複数同時に処理で

きる｡

このシステムは,図書館の書籍管理のほか,物品管理,

入出荷,在庫管理などにも適用できる｡

(システム稼動時期:2003年5月)



偉 関における基幹系システムのコンポーネント化

わが国の金融機関では,競争の

激化や経営の早期健全化に対応

するため,IT戦略の強化が経営上

の重要課題となっている｡特に,基

幹系システムについては,第3次オン

ラインシステム稼動後約10年が経過

しており,次世代システムの構築が

急務となっている｡

次世代金融基幹系システムに求

められる要件は,次の3点である｡

(1)迅速な商品･サービスの提供

(2)柔軟性･拡張性の向上

(3)TCOの削減

基幹系システムのコンポーネント

化は,上記要件を実現するソリュー

し__堅些些垂些竪琴些空軍壁⊥

●顧客ニーズに合ったスピード感のある新商品,
新サービス提供が可能であること

●変化に即応できる柔軟性,拡張性に富んだ
自由度の高いシステムであること

●TCOの削減が図れること

′■ミく義触菱ぎ労拳法守一■･畠ジ翁′も､､ポー秦､輸′‡′′

ミ′銀行アプリケーション保険アプリケーション証券アプリケーション

コンポーネント コンポーネント コンポーネント

謝･叢誘′kふ滋′壕照タ′･.′.

トランザクション
′

オンライン
■

他システム

管理 バッチ 連携

､ミ■′′､､享′ノ､…灘波養彬蹄生野
ノ′

…′プチプ琵一ム【･′≡DBMS】運用管理
≧′′■きご蒙車扱て巣寮藩､喪溌毀哀慕滋そ転i輸出数.避き′､こ′′′′∴

コンポーネントソフトウェア構造

匹∃
●基幹系フレームワーク
ミッションクリティカルシステム向けの

フレームワークを提供

●金融アプリケーションコンポーネント
金融業務ビジネスロゾソクアプリケーションを

提供

[:::::車重]
●Linux,J2EE採用による,ポータビリティの
高いシステム基盤の実現

●ソフトウエアの独立性が保証される
階層構造の採用

●アプリケーションのコンポーネント化による
開発･保守効率の向上

[二亘画室直二〕
●大手都市銀行の勘定系システムでの
採用実績を基に他行に展開

●証券･保険･クレジットカードなど,金融業界
全般への拡販

注:略語説明 TCO(TotalCostofOwnership),J2EE(Java2Platform,EnterpriseEdition)

DBMS(DatabaseManagementSystem)

金融基幹系システムコンポーネント化の概要と日立製作所の展開

ションである｡このソリューションは,

すでに大手都市銀行の勘定系システムの再構築プロジェ

クト(2005年稼動予定)に適用中であり,今後,金融機

関の中核ソリューションとして,証券･保険･クレジットカード

など,金融業界全般への拡販を図る｡

用を実現するXBRLソリューション

轟叫 騨
家資投

税務

税理士･

会喜十士

欝:㌶怒 晦
監査･税務 九

旧
▲
-

インターネット専用線

事業会社

連結

データ

事業会社(連結対象)

情
報
配
信

情報ベンダー

情
報
配
信

＼

融資

申し込み

注:略語説明IR(lnvestorRelations)

XBRLによる財務情報の流れ

情
報
配
信

ヾ一

金融監督
当局

機関投資家･
保証協会など

インターネット･専用線

ヽ

専用線

-････ト

社債発行

株式公開など

企業･案件審査

金融機関戸

モ
ニ
タ
リ
ン
山
ク

貸借対照表や損益計算書などの財務関連情報の標

準規格であるⅩBRL(Extensible Business Reporting

Language)は,各国の公認会計士協会や大手監査法

人が推進役となり,欧米をはじめ,わが国でも,政府関連

機関や金融機関など,各方面で採用され始めている｡

このため,企業や金融機関,公共機関における,財務

情報のシステム間連携を実現するⅩBRLソリューションの

提供を,日立グループトータルで開始した｡

〔主な特徴〕

(1)財務データ設計,ⅩBRL規格対応の豊富なノウハウ

を生かした｢ⅩBRL導入サービス+

(2)非上場企業を含む国内の全株式公開企業の財務

情報をⅩBRLで提供(サービス事業者:株式会社日立ハ

イテクノロジーズ)

(3)ⅩBRL特有処理のラッピングと,ⅩBRLのデータ生成

から取得･活用まで一貫したサポートにより,短期開発･低

コスト化を実現するソフトウェア製品

(発売時期:2003年8月から順次)
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信用 庫業界で役立つ｢電子手形取引システム+

信用金庫の顧客である中小企業のために｢電子手形

取引システム+を開発した｡電子手形は,従来の券面に

よる手形を完全に電子化し,インターネット上で取り扱うシ

ステムであり,信用金庫業界の中央機関である信金中央

金庫が運営を行う｡

中小企業は,電子手形を利用することにより,手形取

引事務の効率を高め,手形券面の紛失などのリスクを低

減することができる｡取り引きには電子署名を用い,電子

商取引で課題となる安全性の問題を解決している｡今後

は,信用金庫以外の金融機関への普及を図っていく｡

(サービス開始時期:2003年秋)

次世

(1)商取引 (3)商取引

企業A

(5)芸謂毯信用金庫a

(2)電子手形

での支払い

電子手形取引システムの概要

(4)電子手形の

譲渡

(6)資金決済

モバンキングアウトソーシングソリューション

外接系システム

融資支援システム

基幹デ｢夕べースシステム

誠l

企業C

嘗)買謂笠
借用金庫c

コンビュ仙タセンター

リソ≠スの提供

最新金融サービス

提供

経営資源の

集中

提供するサービスと導入効果

‾‾＼＼

天候

システム

コストの

削減

システムの運用

機能のエンハンス

システムの維持

サービスレベルの管理

フプレアウトソーシングサナビス

地域金融機関のために次世代バンキングアウトソーシ

ングソリューションを開発し,販売を開始した｡

このソリューションでは,地域金融機関に最新基幹業務

システムを提供するとともに,システムの運用･開発をアウト

ソーシング形態で提供することができる｡これにより,地域

金融機関は,多様化する金融サービスへの迅速な対応,

システムコストの最適化,本業への要員の集中が図れる｡

また,共同利用形態でのアウトソーシングにも対応して

おり,すでに株式会社肥後銀行,株式会社山陰合同銀

行,株式会社みちのく銀行で共同利用され,安定に稼動

している｡

(発売時期:2003年7月)

(ティブプライシングシステム

気象庁の観測データの欠測を自動補完する天候デー

タベースと,長期予報を利用したプライシング機能を持つ

｢天候デノバティブプライシングシステム+を開発した｡

これは,リスク計量精度を数十パーセント向上させるも

のであり,天候デノバティブの購入者(天候に業績を左右

される企業)と販売者の双方にとって適正な価格の算出

を可能とするものである｡

今後は,天候リスクと電力取引の統合リスク管理など,

電力自由化に向けた機能の強化を図っていく｡

(発売時期:2003年3月)

過去の観測値による予測

に応じた

予測精度を高めて

適正な価格へ

天候デリバティブプライシングシステムの概要

顧



lTガ 〈ナンス関連のコンサルティング

｢経営に寄与するITの実現+というニーズにこたえるた

め,｢IT戦略の策定+と,IT戦略を具現化するために必

要な｢ITガバナンスの確立･展開+を支援するコンサルティ

ング商品を発売した｡

(1)IT戦略策定コンサルティング

経営に寄与するITという観点から,情

報システムと情報システム部門の中長期

的な戦略策定を支援

(2)ITガバナンス構想策定コンサルティ

ング

ITマネジメントの可視化と,ITマネジ

メントフレームワークの確立･レベルの向

上を支援

今後はエンタープライズ(全社)の視点

でビジネス･システムのアーキテクチャ(構

lTサ

造)の全体最適化を検討するとともに,経営の視点から,

ITを使いこなすためのガイドライン化を図る｡

(発売時期:2003年7月)

汀による援営貢献

システム全体の最適化

変化に強いシステム

ゝ
際
r
ゝ
際
r
ゝ
殴
r

経営の方向性との一貫性を確保

トンプダウンの戦略策定

什の視点から見た柔軟性を確保

ビジネス

事業の再編,組織の再編,

ビジネスプロセスの統合.

エンタープライ

アプリケーション
アプリケーションシステムの統合
データの統合

lTインフラストラクチャー

ホストの再編

サーバの統合

l意思決定の仕組みll獅りと調整の仕組みllモニ列ングの仕組みl

lTガバナンス関連コンサルティンクの位置づけ

ビス管理コンサルティング

lTILの

運用監視業務

などを顧客に

代わって実施

プヲ

顧客の環境に

合わせて

最適なツールの

導入･構築

などを支援

トータル

サポート

ベストプラクティス

との比較による

問題点･課題の

明確化

汀サービス管理

アセスメント

lTIL

ベストプラクティス

に基づく

新業務の設計

lTサービス管理導入

コンサルティング

注:略語説明】T‖_(州OrmationTechno10gy肘rastructureLjbrary)

lTサービス管理コンサルティングの概要

ITサービスマネジメントを導入,運用する顧客を支援す

るコンサルティングサービスを開始した｡

ITサービス管理アセスメントでは,ITサービスマネジメ

ントプロセスでの課題を明確化する(発売時期:2003年7

月)｡

ITサービス管理導入コンサルティングでは,ITサービス

管理アセスメントの結果を受け,ITサービスマネジメントの

迅速な導入を支援する(発売時期:2003年7月)｡

〔主な特徴〕

(1)改善すべきプロセスにおける課題を抽出し,その課

題がビジネスに与えるインパクトを明らかにする｡

(2)ベストプラクティスと現状のプロセスを対比させ,ベス

トプラクティスの実現が可能なレベルでの導入を検討する｡

(3)ITIL*のベストプラクティスに基づく新業務プロセスを

設計する｡

*は｢他社螢録商標など+(163ページ)を参照
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処理振興事業協会納め

グとP2Pネットワークを用いた分散型情報共有技術+

エビキタス情報社会が進展する中で,IDタグ技術や

P2P型ネットワーク技術を応用した新しいサービスが模索

されている｡今回,情報処理振興事業協会の支援により,

次世代コミュニケーション基盤の開発を行い,その機能を

評価した｡

この技術の特徴は｢IDタグ+の活用であり,仮想世界主

体ではなく,実世界の｢物+との関連を重視した基盤とした｡

また,｢超分散流動コミュニティ+構成とし,｢動的+で｢全世

界規模+を視野に入れた仮想空間実現を目標とした｡

この技術により,将来的にブロードバンドが広く普及し,

大容量のマルチメディアデータが交換されるようになって

も,特定のサーバに負荷が集中することがなくなり,快適

な参加型サービスの実施が期待される｡

〔主なサービス例〕

(1)音楽CDなどのIDタグを基点として,あるアーティスト

に関する意見交換の場を提供する｡世界中で販売され

ている音楽CDの場合は,グローバルなコミュニティとなる｡

(2)観光地などでのランドマーク,テーマパークのアトラク

ション,美術館や博物館の展示物のIDタグを基点として,

利用者の感想やイベント情報など,各種情報の交換の場

を提供する｡

(3)さまざまな商品のIDタグを基点として,利用者のニー

ズに対応したコミュニティが可能となる(商品の安全情報,

価格や寸法,使用した利用者の声,生産者による製品

紹介情報など)｡

(納品時期:2003年2月)

(垂
ファイアウォール

監視端末

40

亀益凰
苦楽CD 絵画

実世界にオーバレイされた

仮想空間を実現する｡

＼感紛
パ′/

蔓艶革自評.Rf･4mm
.ナ

_､+__.一 RFIDタグ
バーコード ニ次元コード (ミューチップ)

実世界オブジェクトに埋め込まれた実世界リンク

P2P･アドホック通信による
グローバルな通信網

£モ
世界規模の

動的コミュニティの実現 巌
注:略語説明 RFID(Radioヰrequencyldentification),P2P(PeertoPeer)

グローバルでのサービス活用イメージと過分散構成の例

璧ル慧望慧藍遜

コンテンツ情報通信

塵アドホックによる

マルチホップ通信

夢〆

ダイナミックでグローバルな

情報交換の場｢コミュニティ+

を形成する｡

lDタグによる実世界

の｢物+を認識

‖〕タグ

㌔キ 隠望

遠緻

メタ情報通信

注:略語説明 旧(ldentification)

超分散構成の例

の広域動画蓄積･配信プラットフォーム

ファイアウォール

管理サーバ

制御システムと連動表示

配信サーバ

カメラ

遠隔地

遠隔管理サーバ

｢監視用の広域動画蓄積･配信プラットフォーム+の構成例

蓄積

サーバ

監視端末

‾ヱ_
⑧
音楽CD

次世代の情報共有基盤

広域IP綱の進展に伴い,監視制御システムでも,IP上

での広域映像配信が広まりつつある｡このため,コーデッ

クにMPEG-4を採用し,スケーラブルな構成を可能とした

映像収集･蓄積･配信機能を持つ｢監視用の広域動画蓄

積･配信プラットフォーム+を開発した｡

既存システムヘの動画監視機能組込みを容易にし,

録画,蓄積したデジタル映像を活用することにより,時系

列での特徴抽出や変化点の観測といった高度な情報制

御システムの構築を可能にする｡

(発売時期:2003年5月)



ソ ウェアの資産価値向上を図る

トウェア資産管理ソリューション+

業務のIT化とビジネスモデルの変革が進行する中で,

企業戦略を支えるソフトウェア開発が大規模化,複雑化

していることから,ソフトウェア資産をいかに効率よく正確

に管理できるかが,情報システム部門の大きな課題となっ

ている｡

そのため,ソフトウェア資産の価値と生産性の向上,

TCO(TotalCostofOwnership)削減をともに実現する

｢ソフトウェア資産管理ソリューション+を製品化した｡

このソリューションでは,ソフトウェアを組織の重要な資産

としてとらえ,ソフトウェア資産をエンタープライズレベルで管

理することにより,設計知識などの情報共有を図る｡

〔主な特徴〕

(1)組織全体でのソフトウェア資産の管理

(2)軽快･堅ろうな構成管理,実績ある構成管理手順

(サービス開始時期:2003年3月)

葎

ソフトウエアを組織の財産として
とらえて,エンタープライズレベ

ルの管理を実現する｡

情報共有
ベースライン

管理

㌫

来歴

管理

資産運用

管理

変更

管理

情報共有ベースライン管理の画面例

開発中の変更やライフサイクル

にわたる変化を的確にとらえて,

品質の向上を図る｡

計画･管理
機能

資産運用管理の画面例

要求僧案

管理

来歴管理の画面例

品質

管理

注:ReCA/BASE,ReCA/PM(日立製作所のパッケージソフトウェア)

ソフトウェア資産管理ソリューションの概要と画面例

ト監視制御システム"SC700”

遠隔監視端末 領 プロセス

オペレーターズ

_麹

コンソ‾ル

広域網

制御LAN

SC700コントローラ

DeviceNet

ル伽藍

寮

SC7コントローラ

臼
フィールド機器(センサ･アクチュエータ)

】sc700”のシステム構成例

スマート監視制御システム``SC700”は,最新技術と汎

用技術による,高速かつ低価格の監視制御システムであ

る｡食品･薬品･化学に代表される一般製造業だけでなく,

ガス供給監視などの広域分散システムにも適用できる｡

〔主な特徴〕

(1)低価格ながら,高機能分散型制御システムと同等の

監視制御機能を搭載

(2)イーサネット,フィールドネットワーク(DeviceNet*)の

採用によるオープン化

(3)リアルタイムプログラミングによる,柔軟性の高いアプ

リケーションを作成

(4)既存PI/0(プロセス入出力装置)を継承

(5)変換器一体型リモートPI/0による,工事費を含めた

システム価格の最適化

(発売時期:2003年5月)

*は｢他社登録商標など+(163ページ)を参照
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し
｡ こ,

このコンセプトに基づくソフトウェアの開発に取り組み,統合システム運用管理ソフトウェア``JPl,,

をはじめ,アプリケーション開発･実行基盤``cosminexu$”などを提案している｡

時でも確実かつスピーディーにビジネスを継続する
"Hi DBVersion7”のディザスタリカバリ

情報が新たなライフラインとなった今,データ運用のか

なめとなるデータベースシステムには,ビジネスを止めない

高い信頼性と可用性に加え,優れた運用性が強く求めら

れている｡

``HiRDB Version7”では,ミッションクリティカル(停止

不可)分野を中心に幅広い分野で実績を重ねてきた高信

頼･高性能をベースとして,さらに進化したノンストップ機

能,セキュリティ機能,および運用容易性により,情報ライ

フラインを確実に支える｡従来のノンストップ機能をさらに

進化させ,地震や洪水,大停電などの広域災害が発生

した場合でも,確実にデータを守り,遠隔地のサイトに切

り替えて業務を迅速に再開できる｢ディザスタリカバリ(災

害復旧)+をサポートする｡

ディザスタリカバリを実現するリアルタイムSANレプリケー

ションは,日立製作所のディスクアレイサブシステム

｢SANRISEシリーズ+の``HitachiTrueCopy''機能により,

"HiRDB(HighlyScalableRelationalDatabase)''のデー

夕を遠隔地にコピーする方式である｡

データベースでは大量データを扱うことから,データ転送

には時間がかかる｡そのため,遠隔地へのデータコピー

では,データベースを非同期に転送し,システムログ(更

新情報)だけを同期転送することで,これまで困難であっ

た遠距離間でのオンラインサービスの性能維持を図る｡さ

らに,HiRDB独自のチェックポイント方式により,遠隔地

での再開始ポイントを保証しているほか,トランザクション

欠損ゼロを可能とするシステムが構築できる｡これにより,

たとえ広域災害が発生しても,サービス停止によるビジネ

スチャンスの損失や,企業としての信頼低下を防ぐことが

できるようになる｡

なお,この機能には,文部科学省の｢e-Society基盤ソ

フトウェアの総合開発+での,東京大学と日立製作所に

よるストレージ･データベース融合技術の成果が反映され

ている｡

(発売予定時期:2004年6月)

データベースサーバ

匡 ≡ ディスクアレイ

サブシステム

§､ ネットワ■ク
｢SANR■SEシリー

ネノ
三澄′㌻∧

､､､ミこご

さ:∧､､くデ

データベース ログ デ‾夕べ≡言
サーバ

､浣

㌔､ざ

醜盛岡期...蒜itachiTrueCopy”･妄≧･ヱ炉弓朋
■

ス データベース非同期方式
ノレ

l

冨蒜ス 95%

20km
l

SAN

ヮ㌔､ご､､ケみデータベース子

メインサイト
遠隔地までの距離

SANRISE

注1:*すべてのケースでスループット低下ゼロを保証するものではない｡

注2:略語説明 SAN(Stora9eAreaNetwork)

リアルタイムSANレプリケーションの構成例

42L

100%

ズ+

73%

700km

遠距離でも安定したオンライン性能串

(販売管理業務モデルで測定)



統合 システム運用管理ソフトウエア"JPIVersion7才''

ビジネスの価値を高め,激しい競争を勝ち抜くために,

企業活動のライフラインとなる情報システムの重要性が一一

段と増している｡情報システムには,24時間365日止まる

ことのない信頼性が求められており,このためには,情報

システムの稼動状態や性能状況を的確に把握することが

重要である｡また,急速なビジネスの変革に対応するため

には,企業の情報システムの資産状況などを正確かつ詳

細に把握することが,TCO(TotalCostofOwnership)

最適化を目指すうえで不可欠となっている｡このような状

況に対応して,競合システム運用管理ソフトウェア"JPl

Version7～''を製品化した｡

JPlVersion7∠では,日立製作所のサービスプラット

フォームのコンセプトHarmonious Computingの下に,

ますます大規模かつ複雑になっていく企業システムを効

率よく管理するため,JPlのキーコンセプト

``ServiceQualityManagement''を実現する三

つの要件である,(1)ビジネス視点での管理性向

上"Manageability”,(2)自律化に向けた障害

未然防止"Serviceability”,および(3)セキュリ

システム管理者
+コ腰

湖東遜

テイボリシーの確実な実践"Security''を中心に強化した｡

さらに,GUI(GraphicalUserInterface),ログイン画面

などのデザインを統一し,使用する際の｢わかりやすさ+を

実現している｡

〔主な特徴〕

(1)企業内に分散するサーバやアプリケーションプログラ

ムを業務別,部門別といった管理目的別にグループ化す

ることにより,管理効率を向上させる｢統合管理+

(2)稼動性能情報の分析･予測支援によってシステムトラ

ブルの未然防止を支援する｢アベイラビリティ管理+

(3)セキュリティポリシーによる,セキュリティの一元定義

と管理を図る｢セキュリティ管理+

(発売時期:2003年7月)

アベイラビリティ

管理

ソトワーク

A
セキュリティ管理､;

畝

ごノント

三ぺてグ〉業務

ゼ召忘品企画.閻晃センタ_
′･[コ憎柑克把セノ･クー

･しゴ配茫ヒンラー
ー･■盛生産管理

-■免受ざ主盲埋
-.逐一ジョノネ､ヲト支/主関東

莞あ+OB6DOl

一軍藤一+好朗L6erl′er

･イ貞あ出所箸ユ王
･lあ21濡管理
‾＋′あ逆井寸言l旦

意義彗
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統合管理例と,JPIVersion7fによる管理ソリューション(右上)
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するコラボレイティブEビジネスプラットフォーム

minexu$Version5.5”

急速にビジネス環境が変化する現代では,企業･組織･

人が柔軟に協調して最大の価値を追求するネットビジネス

の形,すなわち｢コラボレイティブEビジネス+の実践がかぎ

となる｡このコラボレイティブEビジネスを支えるミドルウェア

が,｢タフアンドスピーディー+をキーワードに,ポータル,ビ

ジネスインテグレーション,およびコンポーネントの機能を備

えだ`cosminexus”である｡Cosminexusでは,わが国初

のJ2EE(Java2Platform,Enterprise Edition)ブラン

ド取得をはじめ,ウェブサービスを含めて常に最先端の

技術に対応してきた｡また,信頼性を向上させたJava実

行環境の提供など,高信頼化も進めてきた｡

Cosminexus Version5.5では,高信頼な基幹業務シ

ステムとのシームレスな連携機能の提供などにより,タフな

次世代基幹システムのスピーディーな構築を可能にした｡

また,ⅩML(ExtensibleMarkupLanguage)やJavaな

どの先進技術への対応も強化した｡

食草

経営者

轟
業務端末 固

数
携帯

ネットアプライアンヌ′

舶l

〔主な特徴〕

(1)信頼性をさらに向上させるための,分散トランザクショ

ンマネージャ``OpenTPl''とのダイレクトなトランザクション

連携機能

(2)使いやすいウェブアプリケーションを確実に構築する

ための,画面遷移や操作性を早期に確認できる開発環境

そのほか,Cosminexusでは,財務情報報告用ⅩML

標準への対応やビジネスプロセス管理機能の拡充により,

SOA(Service-Oriented Architecture)実現に必要な

技術を含め,製品ラインアップを強化してきた｡

今後は,HarmoniousComputingのコンセプトに基づく

道肝性向上や,Groupmaxの経験を生かしたコラボレー

ション機能の拡充に加え,いっそうの信頼性向上やパート

ナーとの連携強化により,安心でl央適なコラボレイティブE

ビジネスを支えるプラットフォームとしてCosminexusを進化

させていく｡

(発売時期:2003年6月)

基艶ノ頗
パートナー･サービス

闇 【コ

､ノげション顔._▲よ血

蓼
系業務 電子取引市場

ポータル･コンポーネント･ビジネスインテグレーション

アプリケーションサーバ,分散トランザクションマネージャ

ウェブ技術を生かした

サービスの向上.′

[コ

､主き空

tl】■

毒

変化に柔軟に
対応する基盤

Cosminexus

Version5.5

フロント業務
AP

データ

′ヾ一ス､

ミツ

高度な信頼性を
提供する基盤

OpenTPl

Version6

基幹業務
AP

データ

<ご-ス

次世代基幹システム

レガシーシステム上

の既存欝産とも
柔軟に連携

安心で快適なコラボレイティプ

Eビジネスプラットフォームヘの進化

HarmoniousComputin9のコンセプトに

基づく運用性向上

Groupmaxの経験を生カルた

コラボレーション機能の拡充

タフな次世代基幹システムの

スピーディーな構築

注:略語説明 PDA(Persona】DigitalAssistant),B2C(Busi=eSS-oCo=Sumer),B2E(BusinesstoEnterprise〉,B2B(BusinesstoBusiness),ERP(EnterpriseResourcePlanni咽)
AP(App】i皿tionProduct)

Cosminexusの全体像と,Version5.5で実現するタフな次世代基幹システム



-ドゥエア
情報のライフライン化に伴い,情報システムには高い信頼性と,柔軟な拡張性が求められている｡

立グループは,サービスプラットフォームコンセプトHarmoniou$Computingに基づき,これまで

培ってきた技術を生かしたミッションクリテイカルサーバやストレージシステムをはじめ,新技術を適用

したブレードサーバなど,ハードウエアとソフトウェアの連携を図りながら,付加価値の高い製品を提

案している｡

(妻ープライズサーバ｢APシリーズ+

エンタープライズサーバ｢APシリーズ+では,貴重な顧客

資産を継承しつつ,ミッションクリティカルな基幹業務とオー

プンシステムとの高度な連携により,新しいビジネスの展開

を可能とする｡日立製作所のサービスプラットフォームコン

セプトHarmonious Computingに基づいて,情報がライ

フラインとなる時代の基幹システムを強固に支えていく｡

(1)エンタープライズサーバ`AP8000E''

"AP8000E''は``AP8000”の後継機であり,OS

(Operating System)にVOS3(VirtualStorage

OperatingSystem3)/LS(LeadingSystemProduct),

およびLinux(LinuxforAP8000)を搭載している｡

64ビットアーキテクチャに対応した新CMOS

(Complementary Metal-0Ⅹide Semiconductor)プロ

セッサを採用し,性能をさらに向上させた高信頼,高■口†用

な新ラインアップを実現した｡また,新開発のアクセラレー

トプロセッサにより,ストレージ連携やオープンDB(Data-

base)連携などの新規業務を,優れたコストパフォーマン

スで導入可能とする｡さらに,災害バックアップ対応の強

エンタープライズサーバ"AP8000E”

化やDB運用性の向上,Ⅰ/0(Input and Output)システ

ムとの接続も強化し,基幹DBプラットフォームとしての機能

の強化を図った｡

(発売予定時期:2004年4月)

(2)エンタープライズサーバ`AP7000”

"AP7000”は,OSにVOSl/LSやVOSK(VOS

Kindness)/LSを搭載し,命令プロセッサにPowerPC*

を採用した新しいプラットフォーム製品である｡

優れたオープン環境との連携性により,ブロード′iンド

ネットワークや携帯端末など,加速的に普及する情報基

盤にも対応できる｡また,VOSl/LS･VOSK/LSシステム

と最新のUNIXOS`AIX*5L”との共存環境を実現する

モデル``60L''では,日立製作所のオープンミドルウェアとの

連携も可能である｡さらに,ハイエンドクラス対応のモデル

"80A”や,エントリークラス対応で従来よりも低層のラック

マウントを採用したモデル``5A”も提供する｡

〔発売予定時期:2004年2月(AP7000/80A,AP7000/5A)〕

*は｢他社登録商標など+(163ページ)を参照

エンタープライズサーバ``AP7000”
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高性 ヒ 高信頼のUNIXサーバ｢EP8000シリーズ+

オープンかつミッションクリティカルな業務システムを支え

る高性能･高信頼のUNIXサーバ｢EP8000シリーズ+に,

最新のPOWER4＋*プロセッサを搭載した,ハイエンドモ

デル"EP8000690''からエントリーモデル``EP8000615”ま

で計4機種を追加し,ラインアップを一新した｡EP8000

690では,従来モデルに比べてトランザクション処理で,約

1.6倍の性能向上を実現した｡

EP8000シリーズでは,Harmonious Computingに基

づいて,独自の高信頼･高可用性を追求した｡スケーラブ

ルデータベース"HiRDB”などのオープンミドルウェアと,高

可用性ソフトウェア｢HA(High Availability)モニタ+,お

よび"HABoosterPack丘)rAIX''との組合せによる,10

数秒という高速な待機システムへの切換や,システムの安

定稼動,障害時の迅速なシステム復旧を支援する高度

サポートサービスなどにより,情報ライフラインの基盤となる

システムの構築を可能としている｡

(発売時期:2003年5月)

*は｢他社登録商標など+(163ページ)を参照

｢SR

4⑮r

瀦

EP8000シリーズのハイエンドモデル"EP8000690”(POWER4＋搭載モデル)

技術計算用の高性能スーパーテクニカルサーバ

1000モデルHl+

高度化する科学技術計算へのニーズにこたえるため,

世界最高クラスの演算性能を持つ科学技術計算用の高性

能並列コンピュータ｢SRllOOOモデルHl+を製品化した｡

高性能プロセッサと高速ネットワークの組合せによる優れ

たシステムバランスの追求により,高い実行性能を発揮す

る｡最小64プロセッサから最大4,096プロセッサまで,ユー

ザーの要求に応じたフレキシブルな構成が可能である｡最

大構成時の理論演算性能は世界最高クラスの27.8T

外観

FLOPS(Floating-PointOperationsperSecond)を実現

しており,従来機の約4倍という大幅な性能向上を図った｡

流体解析や衝突解析,気象予測などのほか,ナノテク

ノロジー,バイオ,環境シミュレーションなどの新分野アプ

リケーションでも高い性能を発揮し,科学技術計算用の

グリッドコンピューティングにも対応する｡

(発売時期:2003年5月)



世

｢SA
初のディスクアレイ内蔵型NASブレードを実現した

RISE9900Vシリーズ+ディスクアレイサブデシステム

データ量の急増に伴い,システム環境が複雑化し,ス

トレージの使い分けが進む中で,ストレージの効率的な続

合が強く求められてきている｡

このため,エンタープライズディスクアレイサブシステム

｢SANRISE9900Vシリーズ+用に,このクラスでは世界初と

なるNAS(Network Attached Storage)ブレードを開発

した｡このNASブレードは,高性能アーキテクチャ"HiStar''

を採用した,ディスクアレイ本体の内部に直接接続し,同

司卜二

一筐(きょう)体内でSAN(Storage
Area Network)デー

タとNASデータの混在管理を実現するものである｡

今後は,iSCSI(InternetSmallComputerSystems

Interface)ブレードの開発も計画しており,日立製作所の

ストレージソリューションコンセプト`True Nortb''に基づい

て,マルチネットワーク環境への対応を強化していく｡

(発売時期:2003年10月)

筐体内部で直結が可能な,世界初のNASブレードを搭載する｢SANRISE9900Vシリーズ+の外観と筐体内部の拡大写真(左)

高クラスの性能を実現した
"SA RISE9580V”ディスクアレイサブシステム

ミッドレンジクラスでも,ストレージ統合のニーズが高まっ

てきている｡

このため,モジュラー型ミッドレンジディスクアレイサブシ

ステム｢SANRISE9500Vシリーズ+の最.ヒ位モデルとなる

``sANRISE9580V''を開発した｡

このモデルでは,世界最高クラスのシーケンシャルアク

セス性能と,現行モデル2倍の容量スケーラビリティを実

現し,上位インタフェース最大8ポート,キャッシュ容量最

大8Gバイトを可能にした｡従来のストレージプールやディ

ザスタリカバリ機能に加え,スナップショット機能や上位シ

リーズ"SANRISE9900V''との相互コピー機能を新たに

持つことにより,多様なバックアップシステムを構築すること

ができる｡

(発売時期:2003年10月)

高いシーケンシャルアクセス性能と多様なバックアップ･リストア轢能を持つ

"SANRISE9580V”の外観(最大構成時)
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運

スト

ライフサイクルの自動化･簡素化を強化した

-ジ管理ソフトウェア｢JPl/HiCommandシリーズ+

ストレージ管理ソフトウェア｢JPl/HiCommandシリーズ+

の新製品として,ポリシー(運用管理基準)に基づいてス

トレージネットワークの統合運用を自動化する

``JPl/HiCommand Policy Manager''と,複数ストレー

ジから必要に応じて最適なボリュームをサーバにオンデマ

ンドで割り当てる``JPl/HiCommand Provisioning

Manager”を発売した｡

容量計画

析

トレンド分析

nalysis)

原因分析

容量･性能

しきい億監視

PIan)

ストレージ運用の

ニタ 実行

パス負荷の分散

パス障害の切換

これにより,｢JPl/HiCommandシリーズ+では,すでに

発売中の,(1)ストレージハードウェア管理を行う

"JPl/HiCommand Device Manager”,(2)データ入出

力パス管理を行う"JPl/HiCommand Dynamic Link

Manager”,(3)データプロテクション管理を行う

``JPl/HiCommand Protection Manager”,および(4)

ストレージシステム稼動管理を行う`●JPl/HiCommand

Tuning Manager”とを

併せて,ラインアップを6製

ボリューム

割り当て

リソース割り

(Provisionin9

障害監視

ストレージ構成の変更

バックアップ運用

ストレージシステムの運用ライフサイクルを支援する｢JPl/HiCommandシリーズ+のメニュー

環

4魯1

品に拡充し,ストレージシ

ステムのさまざまな運用ラ

イフサイクルをカバーする

製品へとエンハンスを行っ

ている｡

(発売時期:2003年10月)

チマスタ機能によるプロセスデータ高速転写を可能とした
U
Pl/0｢HSC700シリーズ+

複数のCPUからの転写入出力を可能とするマルチマ

スタ機能を持ち,高信頼化を図った分散型PI/0

｢HSC700シリーズ+を開発した｡

〔主な特徴〕

(1)新開発の高速ネットワーク"R.Link/M''のマルチマス

タ機能により,CPU問リンク機能を実現した｡複数のCPU

からの転写入力データの共有化を図り,また,各CPUか

ら占有する出力カードへの転写出力も可能とした｡

(2)回線二重化を標準とするR.Link/M回線に加え,

CPU,ST,電源,PI/0の二重化,活線挿抜,各種監

視･診断機能を実現した｡SOE(Sequence of Event),

14ビットAI(AnalogInput)などの機能も充実している｡

(3)PI/0直結のTBモジュールの採用により,PI/0実装

効率と盤内配線効率を向上させた｡

(発売予定時期:2004年5月)

R700

システムネットワーク(ニ重化)

P10Pモジュール

コントローラ

(CP〕)

主系

HSC700Pl/0

P10Pモジュール

従系

]

P】/0

+______+

Pl/0

D暮 Al

P10Pモジュール

主系

P10Pモジュール

従系

R.Link/M

接続台数:回線当たり最大16台

伝送速度:最大20Mピソト/s(50m時)

ケーブル長:最大1.2km(400kビノト/S暗)

已

毎 遥

謂ヨ

声

気取:

]

Pl/0(TBモジュール付き)

入力 出力

`夷⑳‡夷⑳
プラント機器

注:略語説明CPU(CentralProcessingUnit),Pl/0(ProcesslnputandOutput)

P10P(Pl/OProcessing),ST(StationModuleforR.Link/M)

D】(Digilallnpリー),DO(Digi†alO】tPUt),AO(AnalogOutpul).TB(Term貞nalB10Ck)

分散型Pl/0｢HSC700シリーズ+の外観(右下)とシステム構成例



レタイム制御サーバ"RS90/220”

汎用アーキテクチャを採用し,オープンソースとして注

目を集めているLinuxをベースOS(Operating System)

とした,オープンかつ高信頼なリアルタイム制御サーバ

``RS90/220”を製品化した｡

ハードウェア,OSともに従来のアプリケーションとの互換

性を重視し,CPU(CentralProcessingUnit)の二重化

構成を可能としたほか,各種の障害検出･回復機能のいっ

そうの充実を図っている｡

〔主な特徴〕

(1)Pentium4*プロセッサ(2.OGHz),最大2Gバイトの

主メモリサポート

(2)Linux(RENIX-L)の搭載により,｢標準Linux機能

＋高信頼･リアルタイム機能+を提供

(3)従来機種との互換性を持たせた前面保守と19型

ラックマウントユニット

(4)Pentium4の冷却系に高性能ヒートパイプを採用し,

冷却系のタフネス性を向上

(5)二重化制御アダプタと構成制御ソフトウェアによる

僅 バ｢HA8000シリーズ+

CPU二重化構成が可能

(量産出荷時期:2003年4月)

*は｢他社登;録商標など+(163ページ)を参照
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リアルタイム制御サーバ"RS90/220”の外観

4CPUの搭載が可能

｢臣轡"HA8000/270”4CPUモデルの

外観(中央)と主要構成機器

｢Chipkj‖ECCメモリ+のサポート

l∴､

12台のハードディスクの搭載が可能

♂′

搬:

インターネットビジネスを支える,高い性能と信頼性を追

求したIA(Internet Appliance)サーバ｢HA8000シリー

ズ+で,エンハンスを実施した｡

"HA8000/270”は,シリーズの中核を成す高拡張性･

省スペースを実現するミッドレンジモデルである｡これによ

り,基幹業務や業務アプリケーションの追加･拡張に柔軟

に対応することができる｡

〔主な特徴〕

(1)サーバ向け高性能CPUを最大4個搭載でき,優れた

システムパフォーマンスを発揮

(2)5Uラック(ラック1U=44.45mm)の筐(きょう)体に,

1,752Gバイトのハードディスクを最大12台搭載でき,大容

量データシステムにも余裕を持って対応

(3)メモリ仕様｢ChipkillECCメモリ+のサポートにより,

複数ビットのエラー障害発生時にもシステムを継続して稼

動させることができ,高い信頼性を確保

(発売時期:2003年7月)
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基

高性

システムヘの適用をねらった

巨･高信頼サーバ｢HA8500シリーズ+

HA8500シリーズは,基幹システムヘの適用をねらった

高性能･高信頼サーバである｡

最大4プロセッサ,32Gバイトのメモリを搭載できる新モ

デルでは,コンパクトな筐(きょう)体に最大6台のハードディ

スクを内蔵でき,"RAID5”などの冗長構成を可能にした｡

〔主な特徴〕

(1)サーバ向けに信頼性を高めた,64ピットインテル

Itanium2プロセッサを採用

(2)独自のサービスプロセッサなどによって信頼性や管

慶

嶺

■申■

理･運用性を向上

(3)基幹システムに安心して導入できるように,保守サー

ビスやサポートサービスを充実

(4)最大2プロセッサから64プロセッサのモデルまでをライ

ンアップ

(5)Windows,LinuxおよびHP-UXの中からアプリケー

ションに応じて最適なOSの選択が可能

(発売時期:2003年7月)

品ワ冒ここ

■り

コストパフォーマンスを向上した,コンパクトな｢HA8500シリーズ+の新モデル"420”(左)と,最大8プロセッサの搭載が可能な高性能モデル"630”(右)

イ

業界
ル社のXeonプロセッサを搭載し,

※)の高密度実装を図ったブレードサーバ"HA8000-bd/300”

ブロードバンドの普及やインターネットを経由したモバイ

ルアクセスなど,エビキタス環境の整備に伴って処理すべ

き情報量は急激に増加していることから,システムの高密

度実装が可能なブレードサーバへの期待が高まっている｡

このため,専用管理ソフトウェアによるハードディスク

イメージの配信機能や,コンポーネントの冗長化などの従

来機の特徴を持ち,インテル社のⅩeon*プロセッサの採用

によって処理能力を高めたブレードサーバ"HA8000-

bd/300”を開発した｡

〔主な特徴〕

(1)インテル社のⅩeonプロセッサを採用した,3Uサイズ

のサーバモジュールを14枚搭載

(2)990Wの低消費電力

(3)3ポートの外部接続用1000BASE-T

(4)VLAN(VirtualLocalAreaNetwork)対応のスイッ

チモジュール

5⑳

今後,通信事業社から一般企業までのさまざまな用途

に対応していく｡

(発売時期:2003年11月)

※)2003年9月現在

*は｢他社登録商標など+(163ページ)を参照

サーバモジュール×14

ブレードサーバ"HA8000-bd/300”の外観

3∪(130mm)



･情報アクセス機器
耳ビキタス情報社会では,情報と人とのインタフェースの重要性がますます高まっている｡オフィス

ビジネスの場でユーザーが直接操作する窓口端末やパソコン,PDAなどの情報端末,プレゼンテー

ション機器,デジタルレコーダなどのアクセス機器では,日立グループが培ってきた映像技術,高速

データ通信技術,小型化技術を採用するとともに,使いやすいインタフェースと高いデザイン性を

追求している｡

顧客 作形自動発券端末装置

ホストとオンライン接続し,利用客みずからの操作により,

インターネット,または電話で予約された列車指定席の発

券を行う端末を開発した｡

〔主な特徴〕

(1)カード決済専用とし,筐(きょう)体を小型･自立型端

末とすることで,設置時の省スペース化を実現

(2)新たに開発した2色直接サーマルプリンタによってリ

ボンレスの運用を可能とし,消耗品の低減を図り,機構の

簡素化によって信頼性を向上

(3)従来の2色間接サーマルプリンタでは,ロール紙2巻

を装てんしてもリボン交換が必要なため,連続運転がで

きなかったが,2色直接サーマルプリンタの採用により,2

巻装てん自動切換の運用を可能とした｡

(4)制御部のハードディスクを二重化することにより,運

用データの安全性と信頼性を向上

(発売時期:2003年8月)

TAPコンソールの外観

■■

顧客操作形自動発券端末装置の外観

｢TAPコンソール+

月餅:

ユビキタス情報社会に対応したネットワークを通じ

て,いつでも,どこでも,だれでもサービスを享受でき

ることをねらいとした｢TAP(Town Access Point)

コンソール+を発売した｡

TAPコンソールは,ウェブサーバとネットワーク接

続された環境で,ウェブブラウザ機能を提供する多

機能端末である｡

TAPコンソールにはタッチパネルを実装しており,

ディスプレイ画面上に触れるだけの簡単な操作で,

だれでも必要な情報にアクセスすることができる｡こ

のほか,スキャナ付きカードリーグ,接触･非接触IC

カードリーダ,レシートプリンタ,暗証人力パッド,対

人カメラ,顧客センサなど,多様な要件を満たす機

能を実装しており,来店客の受け付けや情報提供

など,さまざまな業務への適用が可能である｡

(発売時期:2003年4月)
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快適 実現する液晶プロジェクダ`cp-S210J”

企業での各種プレゼンテーションや学校教育,家庭など

幅広い用途でプロジェクタが活用される中で,｢高輝度･

高精細･高機能化+が求められる一方,低騒音など使用

環境についての要望も高くなっている｡このため,音が静

かで,映像に集中できる液晶プロジュクタ"CP-S210J''を

発売した｡

大風量フアンの特徴を効率よく生かした新冷却システム

の採用により,業務用としてはクラス最高水準の27dBを

実現した｡これにより,耳障りであったフアンノイズを気にせ

液晶プロジェクダ`cp-S210J”

ずに,映像に集中することができる｡また,前面排気シス

テムを取り入れて,横や後方にいる視聴者への排気風に

よる不快感をなくした｡明るさ1,2001mに加え,プログレッ

シブLSIや三次元Y/C(輝度･色信号)分離回路を搭載し,

静止画だけでなく,動画でもクリアで高品質な画質が得ら

れる｡短焦点レンズの搭載により,1.8mの距離から60型

スクリーンヘの投写が可能である｡

(発売時期:2003年8月)

電話,キーボード,カメラ+内蔵の携帯情報端末"SH-GlOOO”

は如軸

毒㌍

鳴毯
QQQQ屯田
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義惑喪輝

携帯電話内蔵の携帯情報端末"SH-GlOOO”

52

あ¢､鸞

米国では,2003年から1ⅩCDMA携帯電話事業者によ

り,高速データ通信サービスが開始された｡その基盤を

生かし,モバイルビジネス分野をターゲットとし,携帯電話

と高速データ通信機能を統合した携帯情報端末"SH-

GlOOO''を米国輸出用として発売した｡米国でのキーボー

ド文化は携帯電話でのコミュニケーションを音声だけにと

どめていたが,この端末では,キーボートを備えることによ

り,簡単にEメールが打てるなど,モバイルコミュニケー

ションを容易にした｡

〔主な特徴〕

(1)オープンプラットフォームOSの採用(Pocket PC

PhoneEdition)

(2)高速通信(1ⅩCDMA,最大:144kビット/s)

(3)スピーカフォンなどの電話機能の充実

(4)PocketPC初のキーボード内蔵

(5)カメラ内蔵

〔発売時期:2003年7月(米国輸出用)〕



デジタルレコーダ`DS-FllO”

流通系を中心とした監視モニタリング市場では,治安

悪化など最近の世相を反映し,単なる万引き抑止目的の

システムから,さらに凶悪な犯罪の防犯を目的としたシス

テムが求められている｡このようなニーズにこたえて,｢カメ

ラ4台＋1台+のシステム構築が可能な監視用デジタルレ

コーダ"DS-FllO”を開発した｡

〔主な特徴〕

(1)従来のカメラ4台のシステムでは目が

届きにくかった所にカメラ1台を増設でき,ま

た,デジタルレコーダでの記録が可能

(2)ジョグ･シャトルやグラフィカルな操作画

面により,操作が容易

(3)コンパクト(幅298mm)なうえに,シン

プルなデザインを採用

(4)被写体の動きを検知して録画を始め

る｢モーションデイテクト機能+を搭載

(5)DSHNET3(別売)をインストールした

静か

パソコンから,カメラ映像の遠隔モニタリングと本体の遠隔

操作が可能

(発売時期:2003年6月)
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監視用デジタルレコーダDS-FllO”(下)と,カメラ駆動ユニット"VK-AC555”(上)

トップパソコン｢FLORAシリーズ+

パソコンの高性能化に伴い,筐(きょう)体内から排出さ

れる熱量は増加する一方であり,高効率の冷却が求めら

れる中で,静音化への要望もますます高まってきている｡

このようなニーズに対応するために,高性能化を図り

つつ,静音機能を強化したデスクトップパソコン｢FLORA

シリーズ+を発売した｡

〔主な特徴〕

(1)CPUの温度を監視し,自動的にCPUフアンを停止し

たり,回転数を最適化する機能を搭載

(2)電源内の温度を監視し,自動的に電源フアンの回転

数を最適化する機能を搭載

(3)省電力モード移行時には,騒音の元となるフアンや,

HDD,CD-ROM用のモータをすべて停止する機能を搭載

(発売時期:2003年4月)

CPUファン CPUの温度監視に

よる制御

使用状態監視による制御

シカこ
CD-ROMドライブ

ダ′～

昭和･､÷ぷ÷ふ､∧

≠こちへ畏｡ぞ1戯=ミニ

叛丁エ､,譜
′ニ∨.†々枕

√J

ミン､ここ′･べヽ.､

㌫､′､㌻●女三:ご∴

等なげ1キ1て

電源ファン

電源内温度監視に

よる制御

HDD

注:略語説明 CPU(CentralProcessingUnit).HDD(HardDiscDrive)

CD-ROM(CompactDiscRead-OnlyMemory)

パソコンを静音化するためのさまざまな制御技術
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像
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ビジ A4サイズ高性能スリムノートパソコン

ビジネス用A4サイズ高性能スリムノートパソコン新機

種"FLORA270W NAl”を開発した｡モバイルパソコン

のために開発された新テクノロジーであるインテル

Centrin(デモパイル･テクノロジの搭載(内蔵無線LAN選

択時)により,モビリティ性能を高めるとともに,ハイパフォ

ーマンスと省電力,薄型(15型液晶搭載モデルで厚さ

33.2mm),軽量化(質量2.8kg)を実現した｡

ポインティングパッド部分へのサインで個人認証を行う

｢手書きサイン認証+に対応することでセキュリティに配慮

するとともに,FLORAシリーズ用に新機能を追加した

``JPl/NETM/DM Client FLORA Edition''の標準添

付により,予防保守や運用管理の効率を高めている｡

(発売時期:2003年8月)

*は｢他社登録商標など+(163ページ)を参照

高
モバ

ぷ

●
癒

済

スリムノートパソコン"FLORA270WNAl''の外観

細ワイド液晶ディスプレイ搭載のB5サイズ
ルノートパソコン

モバイルノートパソコ:ノ`FLORA220W”の外観

朗l

B5サイズのモバイルノート パソコンの新機種

"FLORA220W”を発売した｡コンパクトな本体に高性能

CPUインテルPentiumMプロセッサを搭載したほか,12.1

型高精細ワイドTFT液晶ディスプレイ(1,280×800ドット)に

より,多くの情報や画像をきれいに効率よく表示できる｡

ケース材にはマグネシウム合金を採用し,過酷なモバイ

ル環境にも耐えるように強度設計技術を駆使した｡さらに,

冷却設計と,多機能回路部品をコンパクトに凝縮すること

により,内蔵高速無線LAN,USB2.0×3ポート,PCカード,

CFスロットなどの多彩なモバイルインタフェースの同時搭

載を実現した｡CD-ROMやDVD-RAM対応のオプティカ

ルドライブを搭載すれば大容量データの取り扱いも快適に

できる｡1台で会社内の業務から出張先,自宅での業務

が可能である｡

(発売時期:2003年12月)



券ツトワークシステム

ギ

報ライフラインのバックボーンであるネットワークシステムには,ミッションクリテイカル性が必須

る｡日立グループは,tPv6による対応に早くから取り組み,これを推進してきた｡ルータスイッチ,

クセスゲートウェイなどをキーコンポーネントとし,光トランスポート,モバイルアクセス,その他種々

のコンポーネントと連携させた,キャリヤや企業のためのソリューションを提案している｡

中国

ビットルータによるIPv6ネットワークシステムの
のグローバル展開

急速な発展を遂げる中国は,今,正にIP(Internet

Protocol)ネットワーク拡大期の真っただ中にある｡広大

な国土に13億を超える人口を抱え,固定電話と携帯電話,

およびインターネットを統合した統一的アーキテクチャで次

世代ネットワークを構築しようとする気運が高い｡

日立製作所は,アドレス機能の拡張性などに優れる

IPv6(InternetProtocolVersion6)ネットワーク関連機

器の有望市場としてさまざまな活動を中国で展開し,中

国政府と通信事業者に,以下のような拡販活動を推進し

ている｡

(1)2003年1月,中国通信分野の統括官庁である信息

産業部の国家標準規格ドラフト版に基づき,IPv4/v6対

応ギガビットルータ"GR2000-10H/20H''のIPv6製品認定

テストに合格した｡IPv6対応製品としては中国初であり,

通信事業者がGR2000をIPv6商用ネットワークの構成機

器として接続することが可能となった｡

中学人民共和国胤魚戸女部

屯信没各遼岡洋可証

t‡示言廷与:て2

,】亨L≦ご三甲

盛鞘拒む宍;

日長

芳彦日放′

毛並初姿r 試

GR2000/20H-1Pv4の認定証

屯信佼各逃l剛式11り比丈

伯山｢

しtlU叫l端.
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(2)湖南省の湖南電信は,2002年6月から商用IPv6実

験プロジェクトをスタートさせた｡日立製作所は,主要ベ

ンダーとしてこれに参画し,通信インフラストラクチャーとア

プリケーションの具体例を通信事業者に示すことで,

IPv6の実用化に向けた拡販活動を進めている｡

(3)日中両国政府と企業が進める｢日中IPv6協力プロ

ジェクト+や,中国信息産業部が主導する``Ⅳv6Telecom

Network”プロジェクトに主要ベンダーとして参加し,基幹

通信網向け機器の提供をはじめ,政府,通信事業者,

学術ネットワークなどの関連横関と連携して商用サービス

に向けたさまざまな研究活動を推進中である｡

(4)2002年10月,中国のIPv6業界をリードするBIIグ

ループ(天地互連信息技術有限公司)と販売委託契約

を締結し,戦略パートナーとしてマーケテイング活動の支

援を得て,今後も中国市場でのIPv6製品の本格的な拡

販を進めていく｡

インターネット

"GR2000-10H”

"OC48”lPv6

"HElOO”

メディアコンバータ

攣
IPv4ル6FTTX

光アクセス回線

湖南省 湖南電信

ユーザー端末から
ネットワーク設備までを

トータルで提供

】Pv4/v6ATM回線

"AG8000-B”

アクセスゲートウェイ
ヽ

ヽ

lPv4ル6ADSL回線

缶誘

GR2000/20H-1Pv6の認定証,中国初
注:略語説明 ATM(AsynchronousTransferMode)

F‾汀X(Fib即tOtheBuildmg/Home)

lPv4とIPv6の認定証(左)と,湖南電信での商用IPv6実験プロジェクトの概略構成(右)
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最新 ギガビットルーダ`GR4000”とギガビットスイッチ"GS4000”

ブロードバンドの普及に伴い,音声や動画などの大容

量アプリケーションの利用が拡大し,通信事業者,企業

および公共機関は,ネットワークを高速化する動きを進め

ている｡

一方,基幹業務データなどのミッションクリティカルな

データを,基本的にべストエフォート型のネットワークである

IP･イーサネット綱を通して送受信するケースが増加して

いる｡しかし,IP･イーサネット綱をミッションクリティカル性

が要求される基盤として位置づけるためには,ベストエ

フォート型のサービスだけでは不十分である｡

このような背景から,大容量かつサービス品質を保証

するギャランティ型のIPイーサネット網の実現に向けて,

通信事業者用のギガビットルータ"GR4000”と,企業,公

共機関,および通信事業者用のギガビットスイッチ

"GS4000”を製品化した｡

GR2000-H/S

DSLAM

‾

ニ農機

て蒜;=‥ 莞望Y済

･-一
一_ ′G顕職燈::′■′へ…･′‥
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アクセスネットワーク

ADSL

加入者宅

通信事業者･公共機関の広域網

PON

集線装置

通信車業者:広域イーサネットなど

公共棟関:地域イントラネット(広域イーサネットなど)

561

〔GR4000とGS4000の主な特徴〕

(1)高品質であり,ネットワークの可用性を高めるレイヤ3,

レイヤ2での装置･経路の冗長化機能を持っていることか

ら,信頼性の高いネットワークを実現できる｡

(2)ユーザーごとに必要な帯域を割り当て,さらにその帯

域内でアプリケーションごとの帯域保証ができる｢階層化

シェービング+など,高精度のQoS(QualityofService)

制御をイーサネット網で行える｡さまざまなアプリケーション

が混在する場合でも,ミッションクリティカルなデータを優先

して通信できる｡

(3)10ギガビソトイーサネットをサポートするとともに,中継

処理を高速に行う専用ハードウェアを搭載しているので,

増大するトラヒックにも十分に対応できる｡

(4)業界最高クラスのポート密度とユーザーの設置環境

に合わせた2タイプの筐(きょう)体により,設置スペースを

節約できる｡

(出荷開始時期:GR4000は2003年7月,GS4000は同年9月)

小型スイッチ

小型スイッチ

GS4000

GS4000
GR2000-B

企業･公共機関の構内網

GR2000-B

/†ソコン

ストレージ

サーバ

企業･公共機関:バックボーン.､サーバファーム

注:咤語説明 ADSし(AsymmetricDigjtalSubscriber山e),PON(PassiveOpticalNetwork;光ファイバ網に分岐装置を挿入して,1本のファイパを複数の加入者宅に引き込む技術)
DSLAM〔DigitalSubscriberLineAccessMultiplexer;通信事業者がxDSL(xDjgitalSubscriberLine)サービスを提供する際に,加入者線収容局に設置する装置〕

GR4000とGS4000の適用例



高性能IPv4/lPv6対応の
プロ ドバンドアクセスゲートウェイ"AG8100S”

IPv4(Internet ProtocolVersion4)/IPv6対応のブ

ロードバンド アクセス ゲートウェイ"AG8100S”は,

``AG8100”の機能をそのままに,1U(Unit)サイズに凝縮

した新製品である｡

コンパクトなボディに2Gビット/sの転送性能と,最大

4,000セッション(2004年2月提供予定)の接続･管理機能

を持つ｡また,AG8100で好評のVR(VirtualRouter)機

能,Ⅴ-LAN(VirtualLocalAreaNetwork)機能はもち

ろんのこと,最新のIPv6機能も持つ｡IPv6アドレス自動設

定を可能とする,DHCPv6(DynamicHostConfiguration

ProtocolVersion6)-PD(Prefix Delegation)機能も搭

載し,省スペースで高性能なブロードバンドアクセス環境を

提供する｡なお,2004年5月ころには,インターネット回線

を用いた放送サービスを可能とするマルチキャスト機能も

搭載する予定である｡

(発売時期:2003年3月)

GbE PON光アクセスシステム

ADSL

DSLAM

CATV

CMTS

MC

FTTH

要義∨､､､滴静瀾飴

AG

8100S-B

ンクーネッ

率

lPv4

1SP網

AG8100Sイ

lPv6

1SP綱

注:略語説明 ADSL(AsynchronousDigilalSubscriberLine)

DSLAM(DigitalSubscrib即LineAccessMultiplexer)

CMTS(CableModemTerminationSystem),FTTH(FibertotheHome)

MC(MediaConverter),lSP(lnlernetServiceProvider)

ブロードバンドアクセスゲートウェイ"AG8100S”の外観(上)と構成例(下)

広域LANサービスによる企業内ネットワークや,動画を

中心とした映像配信サービスの普及により,既存の最大

帯域10～100Mビット/sの方式よりも高速で経済的なアク

セスネットワークが求められている｡

これにこたえるため,2004年上半期(4月～9月)制定

予定のIEEE802.3ah標準に準拠したPON(Passive

OpticalNetwork)方式によるGbE(ギガビットイーサネット)

システムを開発した｡

〔主な特徴〕

(1)IEEE802.3ah標準に準拠した1Gビット/sの伝送速度

(2)ユーザーの送信要求に基づいて上り帯域を割り当て

るDBA(Dynamic BandwidthAssignment)により,帯

域の使用効率を向上

(3)最大64ユーザーで設備を共用することから,設備導

入が経済的

(発売時期:2003年10月)

NOLT

インターネット

Ⅲ四

警?
狗恥取 ㌢≡

†ソゴン

親機

職域

馳

光ファイバ

光スプリッタ

ONU

い1Gビソト/S

ONU

島･ヴ′く;

注:略語説明 OLT(OpticalLineTerminal).oNU(OpticalNetworkUnit)

GbE-PON光アクセスシステムの外観(左)とGb∈-PONの適用領域(右)
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フ ドバンドネットワークを支える光波長多重伝送システム

-ズ+

ブロードバンドやインターネットの急速な普及により,メト

ロおよびバックボーンネットワークには,大容量かつ柔軟な

構成が可能な光波長多重伝送が不可欠となる｡

``AMN6100/7100”および

"AMN601A/601GF”の光波長多重

(WDM)伝送システムは,幹線系から

企業内まで,また,従来の伝送装置か

らIP系装置まで,種々のネットワークに

対応する｡

〔主な特徴〕

(1)DWDM(高密度WDM)および

CWDM(粗密度WDM)によるポイン

トーポイント･リングネットワーク(最大伝

送距離:1,040km,最大波長数:128)

(2)GbEからファイバチャネルまで多様

なユーザーインタフェース

(3)ITU-T G.709準拠OTN(Optical

Transport Network)による保守･運

用･管理

(発売時期:2003年1月)

｢盲ミ

､本

581

DWDM

ラムダ

ターミナル 乙.

STM-64/OC-192

STM-16/OC-48

STM-4/OC-12

GbE,10GbE

DWDM

CWDM

バックボーンネットワーク～1,040km

A帆EⅧ!

l

ロ耶Y司7て■ぐH香織

A

10.7Gビソト/S

.7Gビソト/s
1.25Gビット/S

㌢朽那珂TてJこ恕籾

今川り覇血

㌍酢てでづこ暫革熊

STM-64/OC-192 :

…‡㌶ニュ諾キ芸8L‾1什†I…
GbE,10GbE

メトロネットワーク,アクセスネットワーク

STM-16/OC-48

STM-4/OC-12

STM-1/OC-3

川I GbE,FC,FICON*

ESCON串

注:略語説明 DWDM(De=SeWavelengthDivis加Mul叫exer)

CWDM(CoarseWavelengthDivisionMultiplexer),ET(EndTerminaけ,LA(LineAmpli†ier)

OADM(Optica=ud/DropMultiplexer),GbE(ギガビットイ"サネット),FC(FiberChannel)

FICON(FiberConnection)

*は｢他社登録商標など+(163ページ)を参照

AMN6100〝100とAMN601A/601GFを用いたWDMネットワーク構成例

ルIPホームエージェントシステム

ファイアウォール

モバイルIP

トンネル

移動

ファイルサーバ

ファイアウォール

モバイルIPシステムの構成例

モバイルIPホームエージェントシステムは,IPネットワー

ク上での端末のモビリティを実現する,｢モバイルIP+技術

を実装したモビリティ管理システムである｡

モビリティ管理サーバを各拠点に配置し,このモビリティ

管理サーバとモバイルノードの動作により,モバイルノード

が移動先ネットワークに移動しても,本拠地で使用してい

たIPアドレスが使用できる環境を提供する(図参照)｡こ

れにより,移動先から本拠地サーバ(メールサーバ,ファ

イルサーバ)へのアクセス,移動先でのP2P(Peer to

Peer)アプリケーション,固定IPアドレスにより,アクセス制

御するアプリケーションなどの使用がシームレスに行える｡

現在,IPv4ネットワークについて製品化を準備中であり,

今後,IPv6への展開を計画中である｡

(発売予定時期:2004年1月)



トワークサービス基盤ソフトウェア"PROGNET”

"pROGNET''は,インターネット上で経済的･効率的に

サービスを行うためのネットワークサービス基盤である｡ア

プリケーションとネットワークプラットフォームの間に位置し,

サービスを実現するアプリケーション間で綱機能の共通化

を図る｡

この製品は,ユーザー間で直接情報転送を行うための

セッション制御"PROGNET/SB”と,ユーザーの状態や

趣向などのプレゼンス情報を管理するためのプレゼンス管

理``pROGNET/PR”を中心に構成する｡これらの基盤を

適用することで,インターネット上でマルチメディア会議ヤ

プレゼンス情報配信,チャットなどの多様なサービスが安

価かつ迅速に行える｡

今後,セキュリティ,認証,モビリティ,課金情報管理

などの機能の充実を図っていく｡

(発売時期:2003年6月)

証実験システム

マルチメディア会議

l■■■脚■■■■■止血■■■

艮

サービス画面例

泊 脚

≡ 島)太郎 在席中 漣矧加i

∃ 貞IP頚話 オフライン由Ⅰ噂話 オフラ

㌔チャント〉持脚
盛-jV‾.y
三郎イ雪川

野誌
で戸チナン

伊

娼㌻ナント在ぷ召
上良

一白P

昼休み

通話中

待機中

チャット

アプリケーション

マルチメディア会議
プレゼンス

情報配信
チャット

PR繍6Nl≡T

セッション制御
``pROGNET/S8”

プレゼンス管理
"pROGNET/PR”

ネットワークサービス基盤

還鳳

lPv4/v6

PROGNETのサービス例と位置づけ

インターネットアクセスサービスの普及により,IPv6技術

を利用した情報家電やエビキタスサービスの検討が進ん

でいる｡このようなIPv6の本格的な普及に向けて,IPv4

とIPv6の相互接続を行うための実証実験システムを,

KDDI株式会社とともに構築した｡

このシステムは,IPv6対応のテレビ電話,PDAなどに

岱

礪

ル/

au端末

lPv4/lPv6接続システムの概要

lPv4

1ソコン

KDDl株式会社

lPv6ネットワー

lPv6

パソコン

対して,IPv4ネットワーク環境からアクセス可能とするもの

である｡

〔主な特徴〕

(1)IPv4/IPv6デュアルスタックに対応し,2Gビット/sの

スループットをハードウェア制御で実現するアドレストランス

レ一夕``AG8100-T”を採用

(2)プロキシサーバ,ポータル認証サーバ,DDNS

1Pv6ホームネットワーク

随

情報家電

(Dynamic Domain Name System)

サーバなどのサーバ群をAG8100-Tと連

動させることで,フレキシブルなトランス

レーション機能を実現

(製品化時期:2003年6月)
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日本 レコム株式会社納めIPv6P2P実験システム

日本テレコム株式会社が2003年5月から開始している

｢IPv6アプリケーション実験サービス+用に,IPv6P2P

(PeertoPeer)実験システムを開発し,納入した｡

このシステムでは,サーバがディレクトリ情報だけを管理

し,ユーザーどうしがセキエアにP2Pで直接ファイルを送

受信する｢ファイル共有機能+,1対1や複数人を問わずに

インスタントメッセージングと音声通話を行うことができる

｢IM/VoIP機能+をIPv6で実現している｡

今後,セキュリティ機能の強化と管理機能の拡張を図り,

キャリヤや企業のためのソリューションとして展開していく｡

(サービス開始時期:2003年5月)

イ

lPv4

Pv6

兼

アクセス株式会社納め

ディレクトリ管理

ファイル共有サーバ

(1〉ファイル

情報登鐘

ブラウザ画面

/

"HA8000/70W”サーバ

lM/VoIP.(SIP)サーバ

† ◆†-･･･､､､

日本テレコム株式会社のIPv6ネットワーク

(2)ファイル情朝閲覧･

ファイル要求

ユーザーAのパソコン1 ユーザーAのパソコン2

(3)パソコン間で

直接ファイル送信

(1)S肝

ネゴシエーション

▼..…

ユーザーBのパソコン
...･▼

lM画面

ユーザーCのパソコン

(2)インスタントメッセージ･

普声通話(VoIP)

注:略語説明IM〃0】PりnstantMessagingノVoiceove‖nternetProtocoり

SIP(SessionlnitiationProtocoり

IPv6P2P実験システムの構成

ビスシステム

DHCPv6-PDとRAによる

ネットワーク

二議蒜蒜
イー･アク

V40

L2TPによる

加入者集約

erP

賢二岳

lSP網

ISP事業者A

DNS
lPv6

インターネット

lPv4

インターネット

注:略喜吾喜弘明

DSLAM(DigitalSubscriberしineAccessMultiplexer)

DHCPv6-PD(DynamicHostCon†iguraIionProtocolVersion6-PrefixDelegation)

RA(Rou旭rAdveniseme=t),はTP化ayer2TunnelingPro†ocol),uC(L2TPAccessConcentrator)
LNS(し2TPNetworkSeⅣer),PPP(Point-tO-PoinlProtocoり,lSP(仙ernetSeⅣiceProvider)

RADlUS(RemoteAuthe=ticationDiaトinUserSeⅣice).DNS(DomainNameSystem)

イー･アクセス株式会社納めIPv4ル6デュアルスタック実験サービスシステムの構成

(車

6¢

イー･アクセス株式会社は,提携ISPと共同で行うIPv6

サービスの実証実験にあたり,既存のIPv4機器と連携し

ながらIPv4/IPv6双方のサービス提供が可能な日立製

作所のアクセスゲートウェイ"AG8100-B''を採用した｡

IPv6サービスでは,加入者宅内の機器に固定のIPv6

アドレスを｢プラグアンドプレイ+で付与することができ,

個々の加入者宅内機器どうしの通信に用いるアプリケー

ションの利用が容易になる｡情報家電機器にもIPv6アドレ

スの付与が可能となることから,今後,家庭でのネットワー

ク利用の拡大や情報家電の普及が期待できる｡

(納入時期:2003年2月)

名生体認証入退室システム

電子署名生体認証入退室システムは,1枚のICカードに

個人の生体認証データ(指紋情報)と,PKI(公開かぎ暗

号基盤)技術による電子証明書の両方を格納し,情報の

盗用･改ざんを防ぐだけでなく,電子署名,指紋による生体

認証･パスワードの3段階認証を行う,高いセキュリティを実

現するものである｡

さらに,電子署名および暗号化されたデータ通信を入

退室管理サーバと入退室ターミナル間で行うことにより

(既存のイントラネットまたはインターネットを利用),入退室

管理サーバを遠隔地に設置することを可能とした｡

(発売時期:2003年1月)

′絵ガード

･電子証明書

･秘密かぎ

･指紋情報

入力装置

読み出し

ヤプチャ

署名検証と
有効性を確言忍

ユーザー署名と
電子証明書

証明

検証

指紋照合

権限

確認

許可

インターネット

暗号通信

署名生成

入退室ターミナル

開錠
制御

権限
データベース

電子署名生体認証入退室システムの概略構成



会議システム

マルチメディア多地点会議システムでは,IPv6ネットワー

ク上のパソコン端末間で,高品質の映像･音声や文字

チャットによるリアルタイムコミュニケーションを提供する｡

この製品は,各種サービスサーバ群と,これらを連携さ

せるマルチメディアコミュニケーションサーバで構成する｡

また,ネットワークサービス基盤"PROGNET''との連携に

より,セキエアなコミュニケーションシステムを構築すること

ができる｡

今後,ホワイトボードやファイル共有などのサービス連携

機能を拡充していく予定である｡

(発売予定時期:2004年1月)

SIP

サービス管理者

⊂]

参加者C

メディア
サーバ

[頭重]

lPv6ネットワーク

ホワイトボード

サーバ

盲

チャット

サーバ

ファイル共有
サーバ

叶.州仰叫卜叫W八～Nよ箋注:略語説明 MMCS(MultimediaCommunicatjonSeⅣer)

SIP(Session】njtiationProtocol)

マルチメディア電子会議システム構成(上)と画面例(下)

応のVoIPゲートウェイ｢NTシリーズ+

参加者A

観
参加者B

NT-40

i∴三､鍵′‥
NT-300

NT-230i

｢NTシリーズ+のラインアップ

済

今後拡大が期待されるIP電話サービスに接続が可能

なSIP(SessionInitiation Protocol)対応VoIP(Voice

overIP)ゲートウェイ｢NTシリーズ+を開発した｡

〔主な特徴〕

(1)公衆網向けISDNインタフェースや内線綱向け専用

線インタフェースに対応し,企業通信網を効率的にIP電

話サービスに接続することができる｡

(2)公衆網迂(う)回用インタフェースの搭載により,網障

害時などに公衆網への迂回発信ができる(ただし,NT-

40i/230iだけ)｡

(発売時期:2003年9月)

Vol 標準プロトコル"SIP”に準拠したIP-PBX"lPTOWER-SP”

"IPTOWER-SP”は,今後VoIPの主流となる標準プロ

トコル"SIP''に準拠し,通信コストの削減手段として期待

されるキャリヤIP電話サービスの接続や,同プロトコルを

サポートする汎用電話機との接続を可能とする｡さらに,

センター拠点に設置した制御装置により,すべてのリモー

ト拠点の端末を集中管理する｢IPセントレックス+が構築

できる｡

保守の一元管理やリモート拠点の制御装置が不要に

なるなど,運用コストや通信コストを削減し,ユーザーの

要望に適したシステムを提供することができる｡

(発売時期:2003年9月)

センタ∬拠点に制御
装置"TM2000”を

設置し,センター拠
点とリモート拠点の

端末を集中管理

㌔さh

制御装置 センター拠点
"TM2000けIP･MFT

′yギニ小:.ゝ

tP-8S PHS

拠点A

lP-BS

拠点B

/ご ＼二､∧､

SIP電話機

リモート拠点には制御装置を設置

せずに,端末だけの設置も可能

注:略語説明 TU64(テレフォニ【ユニット64),lP-MFT(lP多機能電話機)

lP-BS(【P対応PHS接続装置)

lPTOWER-SPを用いたネットワーク構築例
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通信 放送機構納めアダプティブアレイアンテナ基地局

時空間スケジューリングアルゴリズム方式を搭載したア

ダプティブアレイアンテナ基地局を開発した｡

この基地局では,時間領域のスケジューリングに加え,

空間領域の下りパケットスケジューリングを実施すること

により,セル間干渉を低減させる｡現在,基地局と円形

アレイアンテナを組み合わせた屋内評価の試験中であ

り,基本特性の評価後にはフィールドによる実証実験を

予定している｡

この開発は,通信･放送機構の委託研究｢移動通信シ

ステムにおける高度無線信号処理技術の研究開発+の

アダ ティフ

研究成果である｡

(開発時期二2003年9月)

アダプティブアレイアンテナ基地局(左)と円形アレイアンテナ(右)

Fアレイアンテナ(AAA)型PHS基地局

500mW7ch/3chPHS基地局(現行機)

アダプティブアレイ型

PHS基地局(新規)

PHS交換網
システム

PSTN

(lSDN)

注:略語説明 ch(Channe】),PSTN(PublicSeⅣiceTelephoneNetwork)
】SDN(lntegratedSeⅣicesDigita‖叫etwork)

PHS基地局システムの構成

編棒 帽Pシステム

人気ウェブサイトへのリクエスト集中によってネットワーク

全体が編棒(ふくそう)状態に陥り,サービス全体が止ま

るという社会問題が懸念されている｡

このような状態に至る前に,(1)コンテンツサイトでの編

棒発生の検知,(2)アクセス規制の実施,(3)ネットワー

クリソースの保護,および(4)システム全体への波及防止

を図る編棒制御システムを開発した｡

〔主な機能〕

(1)サイトの特性に応じた痛棒検知手段の選択

(2)コンテンツやサービス種別ごとの-･斉規制

(3)uRL(UniversalResourceLocator)ごとにカスタマ

イズが可能な規制画面

62L

わが国で開発されたPHS(PersonalHandyphone

System)技術によるサービスが2000年に中国で開始され,

2002年末には1,200万人の加入者を得るに至っている｡中

国市場の特徴は,トラヒック密度が高いエリアで高効率の

基地局が求められる点である｡

このニーズにこたえるため,PHS端末方向ヘアンテナ指向

性を制御することでサービスエリアを拡大し,エリア内の周

波数利用効率の増加によってトラヒック収容量を高める

AAA(AdaptiveArrayAntenna)型PHS基地局を開発し

た｡このアダプティブ制御は,内蔵している高速DSP(Di由血

SigndProcessor)モデム技術を用いて行っている｡

(開発時期:2003年9月)

(4)マルチプラットフォーム対応

(発売時期:2003年9月)

[:麺二]

u州甜轡

しております｡

塙車奏制御システム

システ

管甥

､′(1

ウェブサーバ

軸的

コンテンツ

インターネット

攣]甑
(4)システム全体への波及防止

福壊制御システムの構成と機能
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′′一際堅茎三､.三′アッフ拡充を囲っている｡特に,XFPMSA準拠小型10Gヒット血光トフノンーハモンユールと,同
慶

波長制御･安定性を実現したCバンド波長可変10Gビット/s光トランシーバモジュールはこのニーズ

に合致した製品である｡

XFP MSAに準拠した小型10Gビット/s光トランシーバモジュール

光伝送機器の光ポート高密度実装を可能にする,

ⅩFP(10Gビット/s SmallForm Factor Pluggable)

MSA(Multi-Source Agreement)に準拠した小型10G

ビット/s光トランシーバモジュール〔幅18.4×奥行き78×高さ

8.5(mm)〕を開発した｡

〔主な特徴〕

(1)波形整形機能の内蔵により,ガラスエポキシ基板上

で最大30cmの伝送が可能な10Gビット/s電気インタフェ

ースを実現

(2)光源に広温度動作の1.3けm帯分布帰還型レーザダ

イオードを用いることにより,最大10kmまでの伝送が可能

(3)光フロントエンドモジュールに,量産性に優れ,小

型化･低コスト化が図れる汎用の同軸型パッケージを採用

(4)電源電圧を3.3V以下とすることにより,最大2.OWの

低消費電力を実現

(Opnext,Inc.)

(発売時期:2003年11月)

Cバ

滅

XFPMSAに準拠した光トランシーバモジュールの外観

ド波長可変10Gビット血光トランシーバモジュール

Cバンド(1,530nmから1,562nm)波長可変10Gビット/s光トランシーバ

〔幅88.9×奥行き114.3×高さ13.5(mm)〕の外観

ブロードバンドネットワーク用高密度波長多重伝送装置

では,必要波長に設定が可能な波長可変光トランシーバ

への要求が高まっている｡このため,Cバンド(1,550nm

帯)32nmの波長範囲で0.4nmごとに設定が可能な10G

ビット/s光トランシーバモジュールを開発した｡

MSA仕様に準拠したモニタ･アラーム機能を備えてい

るうえに,波長多重に適した波長精度と低ジッタ化,およ

び新規開発のAPD(Avalanche Photo Diode)による高

感度化が図れ,制御回路最適化によって消費電力を抑

えることができる｡

(Opne幻,Inc.)

(サンプル出荷時期:2003年10月)
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